
高木仁三郎市民科学基金 2007年度決算概況 (年度末確定版：5/25 総会資料）

2007/4/1～ 2008/3/31 （単位：円）

予算 実績 備考 予算 実績 支出構成

会費収入 5,000,000 4,974,000 助成金 10,000,000 9,500,000
寄付収入 12,000,000 11,099,938 委託研究費(核燃・地震) 1,000,000 1,000,000
核燃研究サポート 0 4,000 助成関係費(選考･成果発表費等) 1,750,000 2,167,534 12%

地震研究サポート 1,000,000 1,059,000 その他事業費(広報・普及活動等) 1,450,000 1,319,226 7%

ＫＫ研究サポート 1,000,000 1,452,000
支援合計 19,000,000 18,588,938 管理費 4,500,000 4,629,191 25%

運用収入 150,000 217,923 内人件費 3,500,000 3,788,343 20%

補助金収入 0 0
雑収入 50,000 67,657

収入合計 19,200,000 18,874,518 支出合計 18,700,000 18,615,951
支払済助成金返戻 0 500,000 258,567 ①

基準日 2008/3/31 （単位：円）

期初 実績 備考 期初 実績 備考

現金 48,143 16,548 未払助成金 8,700,000 9,950,000
普通預金/東京三菱 3,345,679 4,140,735 未払金 0 38,215
普通預金/基金口 36,016,182 15,998,614 源泉税預り金 56,647 40,732
普通預金/りそな 842,948 1,006,640 8,756,647 10,028,947
郵便振替 140,494 757,466
郵便振替２ 22,370 26,680 期初 実績 備考

国債 0 20,000,000 前期末正味財産 31,659,169 31,659,169
仮払金 0 0 当期正味財産増減額 258,567
未収入金 0 0 31,659,169 31,917,736
資産合計 40,415,816 41,946,683 40,415,816 41,946,683
ﾁｪｯｸ 0 0

基準日 2008/3/31 ■設立時からの累計 （単位：円）

支援者数(人) 昨年度 今年度 目標 収入 161,091,366
会員 569人 600人 620人 内 会費・寄付・市民研究サポート 129,349,290
寄付者 120人 120人 140人 内 高木仁三郎遺産 30,483,833
支援者数合計 689人 720人 760人 内 受取利息・雑収入など 1,258,243

支出 129,173,630 支出構成
内 助成金・委託研究費 75,572,320 59%
内 助成関係費･広報･普及活動費 24,140,432 19%
内 管理費 29,460,878 23%
基金残高 31,917,736
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● 今年度の収入は、予算を40万円程度割り込みましたが、最終的な収支では若干の黒字を確保できました。

●一方、支援を下さった方の人数は、昨年の689名に対し、720名となりました。
これは、従来、助成先決定後の高木基金だよりを、新年度の４月以降に発行していたものを、３月中旬に発行したことが功を奏し
ました。（反面、2008年度の会費などを早めに振り込んで頂いた面もあります。）
また、今回は、「柏崎刈羽・科学者の会」への研究サポートを呼びかけましたので、それに対するレスポンスが確実にきています。

なお、 ここ数年の支援者数は、2003年度から757名→701名→854名→689名と推移しており、大きく前進したとは言えないもの
の、確実に支援を得ている状況とは言えると思います。


